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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文の審査にあたり，2020年１月27日に公開発表会が行われ，申請者の研究内容に関して活発な質疑応
答が交わされた。さらに，2020年2月4日には，主査，副査（本学文学部・中島定彦教授，早稲田大学基幹理
工学部・渡邊克巳教授）による口頭試問が行われた。以下，それらの経緯をふまえた上で，本研究の優れた
点と今後のさらなる努力を期待したい点について述べる。
　本論文において評価すべき点は，以下の３点である。第一に，「それ自体は無害であるにも関わらず，蓮
の実などの集合体によって強い情動が惹起されるのはなぜか」という申請者自身の疑問から研究テーマを着
想し，それを実験心理学の枠組の中で実証的に研究するための実験系を巧みに構築した点である。特に，嫌
悪情動がヒトの視覚系における情報選択にどのような影響を与えているのかという観点から問題にアプロー
チしたことは，研究の新奇性という意味においても，高く評価できる。嫌悪を感じてしまうにも関わらず，
それに対して注意が優先的に向けられる現象は，世に言う「怖いもの見たさ」とも共通する心的基盤を反映
している可能性もあり，非常に興味深い。
　第二に，これまでほとんど検討されていなかった社会道徳性嫌悪に対して新たな手法でもってアプローチ
し，地道かつ着実に研究知見を蓄積した点である。これまで社会道徳性嫌悪の心的過程については研究が遅
れていたが，その主な原因は社会道徳性嫌悪を実験的に操作する手法が確立していなかったことにあった。
その問題に対して，連合学習を応用した新たな実験手法を考案することでブレークスルーを果たし，新たな
境地を切り開いたことは特筆に値する。
　第三に，ヒトの知覚・認知処理に関する膨大な先行研究を非常に丹念にレビューしたうえで，すでに提案
されている情動刺激に対する知覚・認知処理のモデルを拡張する形で，自らの研究知見を統一的に説明する
モデルを提案している点である。今後，さらに研究知見を蓄積することによって，このモデルの妥当性の検
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証と改良を続けていけば，嫌悪情動をはじめとしたさまざまな情動がわれわれの心的過程に与える影響を総
合的に理解することにつながることが期待できる。
　一方で，いくつかの問題も残されている。もっとも大きな問題は，本論文でも指摘しているように，今回
の実験刺激が嫌悪以外の情動，すなわち怒りや恐れといった情動を喚起させていた可能性を完全に排除でき
ていない点にある。そのため，本研究で示された嫌悪情動による心的過程への影響が，嫌悪情動単独の効果
なのか，他の情動とのインタラクションの中で生じたものなのかを区別することは困難である。この点につ
いて，論文では道徳基盤のサブカテゴリーを操作することで，複数の情動による心的過程への効果を分離で
きる可能性に言及している。しかしながら，現実場面においては，純粋に単一の情動が生起することはなく，
複数の情動が複合的に生じることがほとんどであろうことを考えると，その方向性が適切かどうかについて
は疑問も残る。また，本研究で用いられた社会道徳性嫌悪を実験的に操作する手法によって，注意処理を調
整する効果は観察されたのは事実であるが，その生態学的妥当性についても検証が必要であろう。いずれに
せよ，嫌悪情動の研究はまだ発展途上の段階にある。これらの点について，今後申請者の研究が進展するこ
とを期待したい。
　口頭試問では，上記の問題以外にもいくつかの問題点が指摘された。本研究では，嫌悪刺激を中核嫌悪・
社会道徳性嫌悪に大別しているが，学習性の嫌悪情動には社会道徳性嫌悪以外のカテゴリが存在する可能性
もあり，このような形で問題を設定することが妥当なのか，という指摘があった。本論文で新たに提案され
たモデルに対しても，いくつかの疑問が呈された。第1章で概説されているように，現在の研究では視覚情
報処理は１方向１回のみの情報の流れではなく，ボトムアップ・トップダウンの信号が再回帰を繰り返す中
で処理が進むようなダイナミックなモデルが主流である。それにも関わらず，申請者の提案したモデルがス
タティックかつ系列的な処理を想定していることについては，検討すべき余地が大いにあると考える。また，
それぞれの実験において独立変数の操作以外に結果に影響を与えうる剰余変数の可能性がいくつか指摘され
た。今回得られた実験結果の一般化可能性および再現可能性については，今後引き続き検討していく必要が
あるだろう。
　口頭試問の後に行われた審査委員会において，３名の審査者は，本研究にはいくつかの未解決の問題点は
残されているものの，当該研究分野への貢献は大きく，また今後の研究の発展が大いに期待できることを評
価し，本論文が博士学位を授与するにふさわしいものであるとの結論に達したので，ここに報告する次第で
ある。
